



































































































































































































































































































































































　1901年（明治34年） 8 月 1 日 八王子−上野原（22.4㎞）
　1902年（明治35年） 6 月 1 日 上野原−鳥沢（11.4㎞）
　　　　　 〃　　　　10月 1 日 鳥沢−大月（6.6㎞）
　1903年（明治36年） 2 月 1 日 大月−初鹿野（現在の甲斐大和）（18.7㎞）




　1906年（明治39年） 6 月11日 岡谷−塩尻（27.2㎞）≪この年に御茶ノ水−八王子間営業開始の
 甲武鉄道が「鉄道国有法」により国有化され中央東線に編入45≫
























































































































































































































































































































































































































































































































































　大正 3 年12月 老松枯死
　大正 5 年 4 月15日 原告鉄道院総裁宛賠償請求
　大正 5 年 6 月20日 右に対する拒絶の回答
　大正 7 年 1 月31日 甲府地方裁判所、賠償義務があるとする中間判決
　大正 7 年 6 月14日 東京控訴院、右に対する被告の控訴につき、被告不出頭により控訴棄却
 の闕席裁判
　大正 7 年 7 月26日 東京控訴院、右に対する控訴人（被告）の故障の申立により審理の上、
 控訴棄却、甲府地裁へ差し戻しの判決
　大正 8 年 3 月 3 日 大審院、右に対する控訴人の上告につき、上告棄却の判決
　大正10年 2 月15日 甲府地方裁判所、賠償額につき判断し、財産的損害449円、慰謝料50円
 の支払を命ずる判決



































































































































128 前掲『横浜市史（第3巻上）』470頁及び横浜市編集『横浜市史（第4巻上）』（1965年・横浜市） 106頁～ 107頁
（第54表）参照。
70
ので、『ミノリカワ・ローシルク』としてニューヨーク生糸市場で高く評価され」 129たからである
（ローシルクというのは、繭から繰り取ったままの精練してない絹糸・生糸のこと）。上記の御法川
式多条繰糸機というのは、岡谷の「片倉製糸紡績（株）でいち早く実用化された繰糸機であり、こ
れによって生産された生糸はアメリカで絶賛され････多条繰糸機は、わが国独自の開発技術とし
て世界に普及し、その革新的な技術は自動繰糸機へとつながって」 130いった。（ⅵ）このように、
原料繭や工女が諏訪・岡谷へと運ばれ、其処で生産された生糸が今度は横浜へと運ばれ、そして、
そこから欧米へと運ばれたのであるが、その途上にある日野春駅において中央本線の蒸気機関車が
排出する煤煙により信玄公旗掛松が枯死したのである。同時に、蒸気機関車の運行は、諏訪地域製
糸業に多大な発展・興隆をもたらし、明治政府の目指す富国強兵・殖産興業の原動力となったので
ある。
２．絹の道と権利の濫用　　以上、信玄公旗掛松−−−これが単なる松の木ではなく、戦国の英雄信
玄公が旗を立てたと伝えられる由緒のある松樹 （信玄公時代のものでなかったにせよ名木ではあっ
た） は当地では格別のものであった−−−が近代化のシンボルともいうべき蒸気機関車の中央本線運
行によって枯死に至ったのであるが、その背後には、わが近代化の一翼を担うべく諏訪地域製糸業
の発展という壮大な経済的社会的構造が控えていたのである。ここに、信玄公旗掛松枯死事件と諏
訪地域製糸業の発展との密接不可分の関係ないし深い繋がりを確認・検証し得るのである。信玄公
旗掛松枯死事件は、まさにそのような背後事情の影響をもろに受けた結果として起こったのである
が、それは、当時の「国家は悪をなさず」という風潮のもとでは、何とも避け難い出来事であった
というほかない
　最後に、民法史的視点を交えつつ、これまでの考察を次のように纏めて結びに代えたい。すなわ
ち、信玄公旗掛松事件判決（大審院大正8年3月3日判決）は、諏訪地域（とりわけ岡谷）から欧
米へと繋がる「絹の道」（それは近代化への道であった）の途上日野春駅で起きたわが民法史上の
一大問題を前にして、国益優先主義を反省し国民の権利を保護するという視点から、「権利の濫用
は許さない」という画期的な法理論の採用によって、「国家は悪をなさず」という考えを否定した
のだと。この大きな転換のきっかけとなったのがまさしく信玄公所縁の松樹だったのである。も
し、この事件が単に（普通の）名木の枯死事件に過ぎなかったならば、はたして、民法判例史上こ
れほどの重要な意味を有する著名な事件にまでなり得たであろうか。
129 竹内彰雄（片倉工業株式会社取締役社長インタビュー）「戦前の主力輸出品の生糸を製造し片倉財閥を構築蚕糸
業撤退後、成長産業に多角的に事業をシフト」（2013年3月号・ぶぎんレポートNo.164 ）2頁～ 3頁参照−−−ぶ
ぎん地域経済研究所HPの「片倉工業株式会社」より「蚕糸業撤退後、成長産業に多角的に事業をシフト」（PDF）
を検索されたい。
130 岡谷蚕糸博物館HPにて「御法川式多条繰糸機」を検索。
